ＦＭ横浜基幹送信所の移転建設について

　どうしても大山頂上以外では駄目なのか
ＦＭ横浜の説明

　適地について

　県域放送事業者ＦＭ横浜は、横浜・川崎地域の難聴地域解消のために基幹送信所の移転を計画した。

　このために、コンサルタント会社に、移転候補地の選定を依頼した。

　候補地の選定は地形条件等から、１３箇所を候補に選び、その中から更に県北東部に対して見通しが悪くなる箇所をはずした、７箇所について詳細な検討を行った。７箇所とは、現在の円海山（比較対象）、鐘ヶ岳、浅間山、三峯山、大楠山、高麗山、大山である。

　検討の条件は、法令で定める規格により、現在より出力を強くすることは出来ない。地域ごとに決められている電界強度を満たすことである。（電界強度は、ＦＭ電波の性質から都市雑音に弱いと言うことで都市部については郊外に比べて高い強度が求められている）

　円海山での法定電界強度未達は30％、他の場所では大楠山25.4％、高麗山30％、大山では川崎市5.4％、横須賀市1.3％、横浜市0％であり、他の候補地では現在より悪化することになる結果だった。

　また円海山の施設を建て替える場合、大山と同じ条件にするには高さを500mにする必要があり、土地の条件から不可能である。

　以上のことから、基幹送信所を移転する場合には大山頂上の他に適地はない。

　現在大山にある塔より小さく、又は他の塔に併設できないのか
　大山に予定する塔の高さや構造について

　新設する予定の塔は、重さ４トンのアンテナを載せることから既存の塔に併設することは無理である。

　また、発信する電波が他局の電波に干渉したり妨害したりすることは許されないので、既存のアンテナより高い位置にすることが必要。従って29.5ｍの高さが必要。

　更に、構造については、耐震性や台風などの風圧加重に耐えられるようにする事が求められている。

　当事者でない第三者の専門家の意見が聞きたい
神奈川県では

　このことに関する第一の専門家は許認可権を持つ総務省以外にない。

　何度か、意見交換したが、総務省の立場ではＦＭ横浜の計画は妥当で、むしろ総務省には難聴であることの苦情すら寄せられている。

　

　他に専門家はいないのか

　ＦＭ横浜が委託したコンサルタント会社を通して、西日本の某大学の専門家（ＨＰ上で匿名希望）にデータを渡し意見を求めることにした。

　２月２２日これに対する意見が届けられた。

　意見書概要はこちら
　結果的には、電波の専門家として今回の計画を妥当とするもので、景観についての観点は含まれていない。

　大山山頂に建設することがやむを得ない場合更に環境配慮が出来ないか
　本協会の意見

　どんな塗装をしても、シルエットは消えず午後、特に西日が傾く頃の景観を大きく損なう。

　本体のアンテナを含めてそれぞれのパーツを必要強度を保ちながら小形軽量化、断面積を小さくできないか検討を要請した。

　古河Ｃ＆Ｂ社*　の回答　　*古河Ｃ＆Ｂ社はアンテナ及び鉄塔の業者

　
　使用する鋼材は、強度のもっとも強いものである。

　構造については、色々な形状、例えば円柱形の塔も検討したが、景観上鉄塔形がインパクトが少ないと思われる。

　アンテナの材料について、アルミのような軽量材料で設計すると強度が弱くなり、補うためには鉄製より重量が増す結果になる。

　円海山では３段付いている素子が技術のより向上により２段の設計になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上　１月１８日）

 １月１８日の文書はこちら
　鉄塔の構造について、検討の結果下部の鋼材を太いものにすることにより強度を上げ、上部の垂直部分を長くすることが可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月２５日）
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状況の変化

　アンテナは更に低くなるかも知れない

２月２２日　ＦＭ横浜は建設予定のアンテナにより、近隣無線局の運用に障害が発生することが分かり、その解決のために、アンテナ高を低くすることを検討しているとのこと。

４月　７日　現在まだその後の情報はない。

